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一
斉
一
一
一
十
六
回
ひ
主
れ
た
こ
と
し
第
一
宮
の
市
議
会
臨
時
金
は
、
②
農

薬
局
大
型
ト
ム
ア
ク
タ
ー
の
買
入
れ
②
江
潟
申
椅
庭
を
縦
断
す
る
市
遂
の
建

設
、
③
市
役
所
新
庁
舎
と
平
海
新
翠
逗
設
、
用
地
と
し
て
、
国
有
地
の
払
下

げ
を
受
け
る
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。
こ
の
鴎
持
金
に
山
山
さ
れ
た
議
案
は
第
}

且
つ
か
ら
第
七
号
ま
で
の
七
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
渓
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

境
新
両
惜
北
中
一
一
単
一
守
線
(
市
長
六
M
M
@

廷
豆
貫
一
一
一
百
四
十
郎
同
州
)
、

!
市
長

a

記
i

私
の
万
針
は
か

定
雨
明
白
予
森
市
議
会
が
、
十
一
一
一
日

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
一
一
一

十
五
年
度
当
初
予
察
案
が
上
詰
問
さ
れ

醤
議
さ
れ
る
わ
げ
で
す
。
年
度
の
事

業
は
、
こ
う
し
て
は
じ
め
ら
れ
る
わ

け
で
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
重
要

な
議
会
で
あ
るζと
は
申
す
ま
で
も

な
い
こ
と
で
す
。
市
長
と
し
て
は
、

そ
の
開
会
へ
き
頭
に
持
索
現
自
の
説

鴎
を
い
た
し
ま
す
。
施
政
方
針
エ
ン

ゼ
ツ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
マ

7有
編

成
に
つ
い
て
の
翠
本
方
針
を
悶
ら
か

に
し
、
今
年
度
に
お
け
る
市
政
の
あ

D

か
た
を
、
予
障
に
基
づ
い
て
議
註

各
位
に
説
明
す
る
の
で
す
。

過
宇
品
凶
年
間
、
く

D

返
し
て
き
背

こ
と
で
す
4
Q
市
庁
舎
も
、
い
よ
い
よ
建
設
に
獲
し
た
い
と
か
ん
か
え
て
お

D
ま

Aり
か
出
パ
が
二
貫
絞
め
か
か
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
ず
。

』

J
L

し
て
わ
た
塚
訣
改
築
の
問
問
題
私
び
か
え
て
お

D

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
平
拶
市
は

し
グ
変
ら
な
い
方
針
は
、
健
全
財
政
ま
ず
し
、
多
年
懸
案
の
火
葬
場
多
築
よ
干
の
ノ
ゃ
く
に
し
℃
泣
代
的
な
庫
業
都

の
穏
立
壱
し
た
。
泰
い
に
し
て
、
派
の
問
問
題
も

ζ
ζ
ら
で
何
と
か
メ
ド
安
市
と
し
て
の
形
態
を
と
と
の
え
て
き

字
を
解
消
レ
、
い
わ
ゆ
る
縫
全
な
電
つ
け
た
い
年
度
で
す
。
し
照
州
知
惑
の
た
の
で
す
悶
工
場
も
次
占
決
ぎ
に
ま

政
の
重
義
立
す
る
こ
と
の
で
き
難
問
題
は
今
な
お
他
都
市
で
は
頭
痛
い
白
ま
ず
し
、
律
蓮
の
造
成
長
考

加
と
ん
に
ち
と
い
え
ど
も
、
わ
た
レ
の
夕
、
不
で
、
土
地
の
物
内
守
人
苦
労
を
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
住

の
こ
の
方
針
ぽ
変
り
ま
せ
ん
。
収
支
し
て
い
る
と
品
開
寺
ま
す
が
、
幸
い
平
み
よ
く
悶
る
い
出
に
は
不
一
叫
穴
な
鎮

の
パ
ラy
ス
の
震
の
上
に
、
予
算
塚
市
で
は
埋
活
協
力
を
得
て
、
す
光
施
設
や
事
も
さ
か
ん
に
し
て
ゆ

震
の
足
を
し
っ
か
り
と
ふ
み
し
め
で
に
そ
の
装
蟹
ゑ
造
、
保
健
福
生
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
恕
い
ま
す
。
そ
れ

で
、
宇
一
歩
、
確
実
に
行
財
政
の
犠
準
上
窓
介
な
間
管
も
解
慢
す
る
わ
け
で
に
し
て
も
先
き
立
つ
も
の
は
僻
と
や

を
高
め
て
ゆ
く
。
徒
ら
に
、
積
域
政
す
が
、

ζ
の
何
時
費
七
千
四
対
万
円
で
ら
、
そ
れ
私

v黒
字
財
政
の
な
か
で
の

笥
丹
空
名
を
掲
げ
、
人
気
取
り
の
力
す
。
火
穆
場
も
、
わ
党
く
し
ど
も
の
仕
事
で
す
。
先
す
も
っ
て
、
入
る
を

ラ
景
気
を
あ
ほ
る
よ
う
な
や
り
か
だ
構
想
に
従
っ
て
一
帯
閤
#
選
成
す
る
と
計
る
、
そ

C
で
今
し
ば
答
く
時
期
識

は
わ
だ
し
の
と
ら
屯
と
と
ろ
で
す
。
す
れ
ば
、
地
所
も
ひ
ろ
く
ほ
し
い

L
f
e
i
-
-いや
、
競
鴇
論
議
は
ち
さ
つ

山
し
か
も
、
本
年
は
都
市
司
浩
司
専
業
予
膏
私
ぽ
吾
大
な
も
の
に
な
る
と
閉
店
え
ん
り
よ
し
ま
し
ょ
っ
。

と
い
う
大
事
業
の
芝
窪
田
見
に
足
を
う
む
で
す
。
自
曜
の
観
念
を
特
却
し
(
市
長
密
ぽ
で
@
芦
川
貞
雄
)

ふ
み
入
れ
る
年
で
す
し
、
市
民
金
銭
て
、
関
る
い
繁
簡
を
市
の
一
角
に
実

を

。
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じ
じ
で
す
す
め
ま
す
。ζの
た
め
に
、

一
定
の
地
域
や
静
域
む
と
に
、
山
守
由
直
グ

ル
ブ
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
一
見
出
回
…

は
、
一
グ
ル
ー
プ
を
十
名
ぐ
ら
い
と
…

し
、
一
時
京
都
寸
グ
ル

i
ザ
ん
以
内
と
し
ま
一

り
一
市
教
育
委
員
全
社
会
撃
事
で
、
悪
下
広
せ
ん

e

受
尋
問
目
撃
で
す
。
一
す
。
一

ぷ
一
一
一
十
草
壁
草
級
生
募
集
し
て
一
@
警
は
賢
一
日
古
来
年
の
一
①
等
級
生
に
は
身
缶
詰
警
と
パ
一
あ
た
ら
し
い
年
度
重
え
に
、
市
議
一
委
員
会
@
消
防
署
二
塁
の
各
単
純
一
門
一
険
業
主
①
入
札
見
積
書
(
継

一
い
ま
す
。
と
の
青
年
蓄
は
、
中
央
苧
一
一
言
一
一

T
E
J号
、
会
場
は
中
喜
一
ザ
チ
の
貸
与

e
盟
書
菱
重
の
一
へ
出
入
手
暴
君
。
入
札
見
続

D
一
@
麓
撃
を
は
じ
め
、
関
一
喜
￡
一
続
)
願
襲
警
察
壁
間
費
量

一
級
的
な
性
絡
を
も
っ
ち
む
で
、
昨
年
あ
一
揖
と
骨
会
組
閣
に
在
、
内
容
に
応
じ
し
一
言

e

修
了
証
の
授
与
な
ど
葬
な
い
一
参
加
資
格
。
を
あ
ら
た
め
ま
す
。
一
民
館
。
診
療
所
・
警
官
ど
に
、
一
(
関
税
@
県
税
@
市
町
村
基
地
)
、
藤
棚
抑
制
問

4
陶
ー

一
党
ら
し
く
計
画
ぢ
れ
、
と
ん
ど
で
第
一
一
一
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
「
足
ず
る

h
針
で
一
手
。
妻
、
模
範
学
級
生
は
県
外
誠
一
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
ま
た
は
、
あ
た
ら
一
品
物
を
約
め
る
こ
と

5か
で
き
な
く
な
一
襲
撃
問
主
襲
の
み
)
、
喜
一
ア
・

4

才
一
間

4

伊

一
期
を
む
か
え
る
わ
け

c

一
一
千
四
年
度
で
す
。
署
員
@
議
選
定
に
は
、
一
祭
に
派
遣
し
ま
す
。
一
し
く
、
市
健
所
の
入
札
見
積
り
の
参
加
一
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
口
問
物
事
で
一
記
室
主
組
織
の
み
)
笠
置

O
L
P
E

糊
叩
立
一
肘
れ
糊

一
は
、
農
業
宏
文
名
@
喜
十
喜
一
室
生
の
室
長

2
0
7
5

著
書
健
一
一
一
一
資
格
を
署
長
野
一

E

一
号
、
修
軍
慰
霊
も
♂
一
{
建
設
設
に
筒
手
皇
帝
安
札

I
l
l
i
-
-
J
j
i
l
-
-

れ
註
何
百
戸
川
一
一
ド
見
向
山
仁
間
尚
一
駐
日
町
長
持
政
一
軒
江
口
紅
む
告
げ
一
持

τ

っ
て
い
義
務
に
行
な
一
軒
目
的

J許
諾
一
日
一
資
絡
試
験
護
側
一
け
長
日
程
轄
し

一
容
青
少
年
警
が
、
お
な
じ
年
代
に
一
一
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
グ
一
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
一
入
札
見
守
護
資
格
毒
る
た
め
に
一
身
分
童
謡
、
草
壁
皇
、
喜
一
堂
僚
の
危
険
物
取
扱
ま
言
語
一
菜
、
軽
易
な
も
の
は
、
市
へ
伝
え

号
一
生
き
る
者
ど
千
乙
で
あ
り
、
お
な
長
一
間

j
'

一
ル
i
プ
C

と
に
し
て
く
だ
さ
い
。
互
こ
の
入
札
見
守
参
加
資
格
言
つ
一
量
書
類
は
盗
事

D
で
す
。
ぃ
笠
間
曹
、
語
審
皇
、
⑤
重
一
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
印
し
込
み
は
一
貫
一
室
長
、
広
報
委
員
会
が
撃
に

鶴
一
書
少
年
で
あ
る
と
い
う
量
産
一
附
抑
制
自
川
一
の
申
込
み
は
害
付
け
ま
せ
ん
。
申
込
一
っ
て
お
か
な
い
と
、
習
以
後
章
一
ず
れ
貴
重
量
豊
富
は
、
乙
一
撃
、
@
い
が
毒
事
、
各
一
連
。
一
一
一
一
十
一
日
ま
で
に
県
庁
地
方
寺
中
止
}
る
乙
と
も
あ

J子
。
広
報
委

第
一
言
む
す
ぴ
、
肩
を
く
ん
で
、
考
凡
べ
一
削
れ
事
制
一
量
産
、
社
会
教
首
謀
青
少
年
教
育
一
の
一
一
斉
ま
で
、
三
十
五
年
度
一
カ
年
一
と
し
の
四
月
一
日
以
降
の
も
の
に
管
一
一
方
事
警
へ
。
申
し
込
み
震
は
黒
一
一
終
翠
と
回
答
一
員
長
を

ゴ
雪
、
奇
襲
し
あ
た
っ
湯

E

て
一
門
事
土
の

2
3
0

玉
、
喜
苧
事
出
張
所
@
教
主
要
。
一
一
に
あ
り
ま
す
。
一
一

j

一
通
じ
て

蓄
し
た
患
で
す
。
職
事
長
一
ぷ
ず
加
附
「
孝
一
重
量
滝
川
選
一

j
i
J

川
l
i
l
i
-
-
j
l
i
l
i
-
-

ト

l
1
l
l

一
言
へ
苦
言
葉
雇
用
紙
は

下
く
の
な
主
義
い
あ
っ
て
と
参
加
・
戸
器
十

H

畿
襲
撃
襲
欝
襲
撃

ν

、
一
一
♂
ろ
三
護
機
一
一
特
別
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
?
百
以
内
に

一
く
お
申
し
込
一
…
期
砂
防
欝
欝
襲
撃
十
除
機
襲
警
高
誌
や
公
正
主
戸
き
く
一
語

M
t務
長
喜

一
一
日

3

綴
懇
縁
談
機
綴
綴
幾
多fJ
F
i
p

ぷ
綴
幾
瀦
態
懸
緩
綴
滋
額
一
一
て
か
ら
、
総
務
課
の
手
で
請
書
「

U、

一
み
む
手
引
き
一
酬
の
名
ヵ
ミ

v
k
致
事
襲
撃
襲
撃
議
一
一
一

z
z
z
一
一
一
圭
喜
一
一
言
一
三
一
三
一
言
喜
一
一
一
一
三
一
王
室
主
主
至
宝

E
Z喜
一
一
一
喜
一
一

z
z
zマ
一
震
市
民
に
直
接
お
答
え
し
ま
す
。

一i
i
i
t
J

こ
護
休
鎮
魂
噂
議
鱒
鶴
一
車
聴
席
器
産
金
要
職
へ
一
関
空

Z
Z

震
義
援

一
殻
@
文
化
青
年
単
級
の
一
一
翠
警
設
け
士
宮
レ

i

ワ
〈
会
一
一V
1麟
繁
弘
二
一
崎
磯
離
麟
麟
一
一
三
一
至
一

E
Z
E芸
一
皇
室
喜
一
塁
一
主
主
主
主
主
主
主
壬
主
主
主
主
主
主
主
一
員
会
と
襲
警
も
苦
手
。

一
ま
す
二
人
一
言
と
与
。
一
…
う
ゴ
京
一
一
輪
丸
山
三
騒
麟
一
車
報
委
員
会
に
事
前
審
査
の
任
務
一
刊
誌
告
は

お
一
世
古
田
一
作

1

総
務
鱗
機
騒
刊
誌
討
中
日
目
立

5
2

一
日
明
日
一
世
話
一
一

物
一
男
女
V
豪
華
霊
は
、
将
来
、
家
一
鱗

3
m

欝
終
議
議
ん
で
千
機
纏
欝
欝
嬢
麗
麟
麟
一
使
う
乙
と
を
辰
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

τ
広
壁
紙
￠
霊
と
運
首
長
す
る
一
な
ど
を
、
主
に
喜
と
る
こ
と
を
一
の
処
寺
霊
袋
署
問
い
合
せ

よ
に
は
い
っ
て
五
っ
ぱ
な
高
と
な
一
山
古
筆
第
附
ソ
よ
一
議
議

J
ふ
議
欝
麟
鱗
麟
麟
麟
一
い
よ
い
よ
一
一
頁
一
臼
宅
、
富
喜
一
要
項

ψ

を
と
り
き
め
ま
し
党
。
一
層
し
て
、
重
し
ま
す
。
一
そ
の
撃
を

E

主
主
し

里
る
た
め
の
蓄
を
し
て
お
き
芋
喜
一
川

F
L

州
懸
鱗
7
%議
勺
♂
一
機
騒
畿
勢
麟
欝
謹
一
の
方
針
を
か
た
め
、
い
ま
、
市
民
む
刻
一
乙
む
震
と
し
て
、
義
務
誌
で
は
、
一
一

i
!

一
雇
用
紙
は
、
広
一
で
い
き
ま
す
。

一
一
一7
5

荘
重
言
、
長
m
!

間
欝
議
鱗
議
鐘
審
議
議
議
欝
f
r
J麟
欝
一
関
長
す
る
間
紙
芝
原
理
で
す
。
一
雇
用
紙
の
今
一
面
禁
票
予
想
ど
お
む
一
一
使
い
方
一
報
委
員
会
を
混
じ
一
乙
の
き
に
警
あ
る
処
獲
を
す
る
わ

ゆ
一
j

め
た
い
毒
え
言
の
一
川
麟
州
警
護
麟
額
返
議
議
鱗
一
こ
れ
ま
で
の
間
二
月
十
苦
に
は
一

M
A詰
許
証
一
一
里
子
一
芸
品
一
何
日
間
は
た
刊
誌

一
審
去
を
す
す
め
た
い
と
考
え
て
一
知
品
目

E

議
議
議
欝
欝
磯
野
二
六
議
麟
麟
額
一
割
屈
な
い
グ
平
塚
市
広
報
習
を
一
つ
い
て
の
町
民
品
市
民

P
Rに
つ
一
読
し
た
熊
~
苦
闘
の
第
五
警
に
一
く
と
患
い
ま
す
。
で
き
る
も
の
。
で
き

一
ぃ
量
喜
重
で
す
。
一
懇
警
護
議
議
額
欝
窓
〆
議
総
鞠
欝
麓
一
見
号
、
い
ま
で
、
車
問
に
量
一
と
め
、
重
量
霊
長
欝
と
の
一
市
役
所
に
伝
番
え
た
い

ζ
え
な
い
患
を
は
っ
吉

E

、
で
き
な
い

一
③
霊
伎
の
資
芝
、
市
内
に
佐
一
じ
め
雲
し
ま
す
。
童
運
営
に
は
、
学
会
今
麓
議
鱗
襲
畿
二

J
欝
鶴
一
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
広
報
事
務
に
つ
い
一
震
を
舎
に
調
整
し
て
、
や
が
て
ね
一
号
、
警
の
広
報
室
生
へ
と
も
の
は
、
そ
の
謹
自
書
し
て
、
間

一2

十
京
事
長
一
十
五
オ
ま
で
の
す

2

害
事
喜
子
。

L
-
V
鐘
議
議
4
r
藤
議
麟
鞠
欝
一
て
、
平
塚
市
宮
の
立
場
宮
、
考
え
一
乙
む
一
を
を
は
か
り
、
富
呈

L
て
く
だ
さ
い
。
著
書
へ
と
る
い
量
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

盲
導
少
年
と
し
、
性
別
@
童
話
一
@
蓄
広
、
語
学
襲
撃
連
襲
撃
義
ど
ふ
議
議
羅
〆
本

Y

欝
麟
髄
7
・
役
割
@
行
な
い
方

e遥
世
間
組
織
@
一
室
の
そ
し

Dを
愛
け
る
余
胞
を
な
く
一
送

b
い
た
だ
い
て
妻
け
事
ま
唯
一

r
ま
す

P
E
E
-

吉

一
1
1
J
l
w
i
l
l
i
-
-
H
H

引
引
図
書
店
R
U
E
d
-一f
i
z
z
-

紅

一
川
村
一
一
一
種
二
分
?
綿
織
乱
ム
せ
ぐ
一
塁
一
蓄
に
入
る
ま
え
に
、
言
と
霊
一
布
署
内
部
長
、
陳
情
瞳
曹
を
無
批
一
け
取
っ
党
広
警
警
告
喜
一

e
h

に
よ
る

一
用
二
審

i
i
J

一
是
正
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
壁
一
票
、
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
喜
一
判
長
〈
見
す
言
語
妻
、
額
一
長
段
階
の
華
に
し
た
が
っ
て
一
広
報
・

3
5
2
5

一
許
引
‘
:
;
一
の
蓄
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
そ
の
と
を
し
、
遇
措
芝
認
め
主
草
色
、
一
カ
是
正
し
、
主
ぞ
い
ス
タ
イ
ル
に
一
事
事
号
、
広
事
項
と
し
て
豆
島
と
し
て
続
け
て
き
た
を
商

工
暢
襲
撃
宮
全
国
一
定
の
基
盤
き
晶
7
9

一
周
義
め
な
い
と
い
う
方
針
も
、
は
っ
一
は
じ
め
て
開
地
震
の
蓄
に
ス
る
と
一
よ
っ
て
、

E
E

守
5

一
軒
訪
日
科
専
註
訪
れ
紅
謀
議
軸

一
躍

v

一
き
り
打
ち
出
さ
れ
ま
し
光
。
一
い
う

ζ
と
喜
め

p
pれ
て
い
ま
す
。
一
声
@
有
益
な
重
、
防
援
に
き
い
て
い
一
け
、
聖
書
な
ど
)
義
え
て
一
話
し
合
い
の
結
果
は
、
今
後
、
広
紘

一
噛
山
農
林
省
の
量
産
許
可
基
準
対
策
協
議
在
、
企
画
一
②
ガ
ス
圭
子
下
水
道
な
ど
か
あ
一
可
都
市
計
襲
基
地
域
と
さ
れ
を
吾
郎
転
用
許
可
の
碁
震
は
、
霊
長
く
考
え
で
す
。
一
市
へ

w
E
Pます
。ζ
の
説
会
、
広
報
一
震
を
つ
か
っ
て
事
後
処
援
の
襲

一
一
日
韓
一
定
の
霊
重
量
轄
を
き
め
、
書
道
府
県
に
一
っ
て
住
宅
地
審
議
え
て
い
る
一
日
記
長
守
フ
ト
迭
問
問
両
日
諮
問
山
一
時
旧
日
十
日
持
号
日
一
語
時
計
四
許
許
立
町
時
計
五
山
師
長
「
は
均

一
白
川
通
達
し
2
0
ζ

の
内
察
、
先
月
、
県
知
事
か
ら
一
場
所
長
、
穂
役
所
な
ど
の
公
一
つ
く
る

ζと
を
税
阪
さ
れ
て
い
る
施
一
重
ら
も
蚤
喜
怒
塁
打
な
わ
ず
の
席
に
民
ま
わ
る
の
は
四
月
以
一
色
、
非
常
識
。
警
な
妻
、
一
て
、
広
報
委
員
禁
事
上
貯
蓄

一
行
計
科
目
一
主
計
一
ド
一
端
一
明
治
時
一
一
誇
れ
れ
計
十
日
一
狩
与
る

E
i

一
伊
良
存
在
持
一
許
諾
喰
告
は
埼
同
封
し
て
い
く
乙
と
に
な

っ
一
ど
の
言
、
ぁ
事
じ
め
墨
笛
の
一
周
を
認
め
る
)
主
す
る
も
の
富
一
店
長
君
。
一
場
合
。
一
宮
署
よ
れ
ば
、
住
宅
了
場
企
一
ま
し
濯
出
書
ド
ヶ

;
F
P
a
z
-
i、:
:

一ζ
と
喜
一
色
入
れ
て
た
て
る
よ
う
に
一
や
が
て
は
市
街
地
と
な
る
章
、
②
一
以
上
の
華
に
し
た
が
っ
て
農
宣
言
の
蓄
を
実
在
す
る
の
に
一
塁
な
ど
の
た
め
に
つ
ぶ
さ
れ
る
慶
一
堅
一
裏
一
五
識
蓑
韻
語
強
襲

玄
ほ
か
、
農
地
建
一
一
種
類
母
、
一
洛
・
暴
露
・
道
路
@
蓄
用
書
さ
れ
る
場
合
に
は
ど
り
一
必
要
性
の
す
く
な
い
室
、
競
輪
一
器
、
毎
年
相
当
な
喜
号
、
年
一
~
広
藤
用
紙
十
の
震
を
一
一

1
3
4
4
4
j

《

E
i

ら
一
箆
一
一
環
農
地
か
最
に
転
用
す
る
よ
う
な
ど

T
習
の
施
設
が
す
で
に
総
ム
口
の
農
地
に
及
ぼ
芝
影
響
な
ど
を
考
え
に
一
場
@
驚
揚
@
ゴ
ル
フ
揚
そ
の
他
震
一
を
お
っ
て
多
く
な
る
傾
向
だ
と
の
こ
と
で
ー

t

一
組
み
と
し
ま
一
広
報
と
広
務
量
を
く

3
8

て
い
…
警
は
番
号
選
出
産
と
な
っ
て
い

i

一
に
し
て
、
農
地
の
利
用
と
置
に
秩
序
一
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
詳
の
章
一
入
号
、
転
用
品
・
計
午
鵬
首
回
苧
位
置
一
績
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
娯
楽
節
訟
と
で
す
。
県
だ
げ
で
二
一
平
一
一
一
年
一
言
一
す
。
ま
な
さ
ん
の
著
書
て
と
る
需
の
各
広
報
養
護
、
一
部
の
一
る
震
毒
事
露
害
警
の
ぞ

一
を
あ
本
え
る
乙
と
霊
め
て
い
ま
す
。
一
⑨
佐
藤
力
も
ひ
く
く
土
地
改
良
主
了
照
排
水
@
被
害
震
@
離
審
議
@
一
"
と
つ
く
る

E

に
転
用
さ
れ
る
堂
一
に
、
約
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
富
喜
一
し
て
い
た
だ
く
襲
(
霊
の
な
ま
一
例
外
を
の
ぞ
い
て
、
言
霊
四
一
月
ぶ
ん
で
い
ま
す
。

第
二
黙

生
募
集

入
の

は

離麟鞠
1をお祝い!;:

ハーモニカー木琴・オルゴール e ギタ{

左手上ヒアノ凶 ν コ ド・電蓄オルカン

トランプ・各種ゲーム類を

*街結婚のお還しに
鶴亀石鍛など喜ばれます

時
長
ら
く
口
利
用
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
光
広
告
綴

一
を
、
紙
溜
の
つ
な
う
かb今
月
限
担
な
く
し
ま
す

一
。
む
協
刀
い
た
淀
川

r
た
磁
工
品
購
醐
田
町
な
る
ぴ
に
各
。



な
わ
れ
て
い
な
い
小
患
の
農
地
。
一
一
持
警
@
水
路
@
道
路
な
ど
の
ろ
攻
守
時
事
援
の
よ
う
に
、
転
帰
さ
れ
て
一
事
主
そ
ち
で
す
。
平
塚
市
内
で

第
一
一
一
種
農
地
(
覇
と
し
て
転
芝
居
に
つ
い
て
光
し
か
め
る

ζ

と
と
し
、
一
安
委
の
建
つ
あ
て
が
な
く
、
一
も
、
関
辺
耕
地
が
転
用
さ
れ
て
い
る

許
可
す
る
農
地
7
8

霊
は
‘
一
た
と
え
第
二
額
以
下
の
農
縦
で
あ
っ
て
一
値
上
白
を
ま
っ
て
安
と
売
ら
れ
る
一
は
な
白
一
重
宝
し
て
も
、
目
立

度
額
撃
事
業
主
な
わ
れ
ず
で
一

E

れ
ら
の
ζ

と
が
お
ろ
そ
主
主
一
室
、
農
地
示
も
さ
っ
げ
仕
事
の
喜
一
許
可
霊
の
精
神
を
い
か
し
〈

に
善
が
と
と
の
っ
て
い
る
量
、
一
て
い
る
申
請
に
対
し
て
は
、
警
許
可
一
に
す
る
よ
う
な
場
合
な
ど
。
一
が
出
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
す
。

b
y
!

の
者
を
ふ
く
む
)
②
三
一
十
菜
絡
で

β
{
i
j

、!
:
t
i
z
h
t

強
敵
伊H拶
通
勤
で
き
る
譲
に
住
ん
で
い
る
者
表
れ
る
店
と
菟
れ
し
ま
れ
て
い
る
重
喜
作
業
聖

γの
相
談
@
障
害
年
金
の
診
断

e
医
富
み
富
士
見
小
)
醤
答
申
(
一
一
一
一

錦
繍
礎
副
利
引
劇
船
献
引
な
い
店
笥
脳
凶
器
時
間
む
。
緑
町
民
縄
訪
れ
む
ね
町

d
h
(一
芳
主

主
全
害
時
間
戸
時
時
十
時
河
期
一
誠
一
軒
下
品
一
一
話
器
一
一
一
一
刻
日
目
料
訂

v即
日
一
一
一
し
一
日
十
日

j
i
;
i
j
l
}

五
言
語
警
官
守
、
章
一
一
回

d
く
い
ず
れ
も
十
時
閣
議
。
ら
金
援
@
市
内
パ
ス
里
町
一
一
一
丁
沼
市
立
学
校
一
せ
い
に
霊
式
祭
器
ふ
(
四
面
会
長
台
宮

学
校
栄
養
士
と
養
穫
量
寡
警

f
z
F

る
。
応
、I
E

こ
れ
か
ら
の
店
員
暴
露
術
下
車
(
億
一
一
言
一
忍
共
同
作
業
所
教
育
委
雲
が
発
表
し
た
、
市
立
学
校
館
山
港
小
口
一
…
六
一
)
松
原
品

議
長
時
間
部
記
事
抽
出
一
一
一
一
一
昨
舟
口
一
一
…
…
…
一
一
一
一
間
)
出
正

一
期
純
一
一
一
一
一
一
一
九
一
脱
出
同
日
韓
日
間
一
臨
時
章
一
弔
問
問
訪
日
目
立
許
翌
日
正
柱
建
一
自
民
)
飴

臓
手
学
絞
栄
養
士
若
干
名
?
と
雲
閣
し
言
葉
尾
に
住
所

!
?
j
(
j
1
j
i
j

マ3月
舘
訪
れ
れ
十
会
議
室
在
日
~
草
壁
百
八
十
一
一

E
E
A
)金田
小
(
四
七
)
童
小

@
苧
装
警
門
干
名
氏
名
、
吾
川
な
)
性
別
、
葉
、
ミ
シ
ン
で
す
る
内
畷
ヱ
管
@
農
薬
会
館
第
豆
一
重
マ
商
業
豪
雪
(
護
金
一
一
一
一
)
九
日
八
一
口
県
(
五
一
一
)
奮

資
格
@
実
養
士
、
霊
室
ま
た
職
禁
罪
皇
室
のζ
と
。
共
同
作
警
で
化
粧
時
隠
は
い
ず
れ
も
前
十
時
金
一
時
守
市
立
中
学
校
高
千
八
校
H
マ
市
立
幼
稚
空
軍

理
諸
問
内
凶
器
町
長
抗
日

v

謹
一
一
間
十
軒
一
一
千
円
袋
の
講
習
会
ロ
ド
詩
臨
時
間
れ
れ
お
オ
コ
一
一

1
由
主
)
(
持
す
れ
い
判
官
例
措
対
)
包
ハ
)

Cだれにも言え

ないあなたの憾

み、心配合とを

そっと註芹えてい

ただく。

とき@毎月第 1

第 3 月隠号待~1弓跡。

ところ@ ・克明守合武道場鐙鐙

穏談震@ …ー婦人民主主義主主ほか

諮鮫向容@身のうえ@健康 e 家庭

@住居@国軍事寵@結婚@従兄管@教育

その他精神的経済部問題なんでも

〔犠祉欝務所..士会福祉協議会)

-
え
市
民
か
ら
市
役
所
へ
。
第
一
昏
禄
一
か
段
、
一
野
に
、
祭
賞
の
改
選
乏
が
な

葉
信
感
。
閉
皇
室
処
援
一
ず
る
下
手
。
こ
の
改
選
が
、
ス
ム
ー
ズ
に

用
紙
(
第
二
号
様
式
旅
缶
郎
総

U
。
一
い
く
か
ど
っ
一
か
で
、
刷
出
面
倒
に
お
知
ら
し

③
市
役
所
か
ら
の
容
凡
を
送
る
用
紙
一
党
広
縁
期
紙
の
遼
潜
も
お
お
き
ミ
左
右

(
用
紙
の
な
ま
え
市
役
所
か
ら
お
宣
さ
れ
る
ほ
か
、
問
問
、
前
一
餅
即
金
の
交
付

号
第
一
一
一
霊
式
総
量
制
)
。
と
に
も
ひ
び
い
て
吉
ま
す
。
各
広
報
委
員

一
ス
ポ
ン
サ
ー
院
議
つ
く
お
宮
崎
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
円
相
ザ
明
都
市
総
務
醐
滋

じ扱いを受けます。〈わし〈は商

工会議所か市役所建設課へ。

I む 1人
霞委濃の有権者名簿

市選挙管理委員会は、ことし 7 月

に行なわれる予定の農業委員会委

員の選挙人名簿を、 3 Jl 5B確定

しました。この名簿には、農委譲

の有権者がのっており、その総数

は、 10， 411人 (3， 656世帯〉です。

地区別にひろってみますと、本庁

管内 CI日市域) 756 ・旭地区1 、 20

3 ・金田地区576 ・岡崎地区69，1 ・

土震地区827. 官沢地ß680. 葉土

八路四之宮地区1 、 245. 中原F草原

地区484. 豊白地E互647. 神間地ß

I 、 133 ・城島地区802 ・金 E地区1 、
367人です。

なお、総体的では努の有権者が41

人ほど多く 5 ，226入、婦人有権者

は弘185人を数えています。

E写真上@議:IJ上年金の支払い]

3月3 日、市内11の各郵便局窓口か

ら、福祉年金の第 1 1í'1支払いが行

なわれました。該当は 2， 091人で

老令1 ， 761人 4 千人あて・母子138

人 4 千円あて@障害‘ 138人 6 千円

まてが支払われしました。この第 2

@l支払いは 5 月 6 日からく3.4月

分入第 3 回目は目見 6 日から

の

~撮濠智江子さんら優等~

市役所農産謀と平塚花子ヰ園芸組合

の手で、 3 月 3 S から 5 日まで、

長崎屋 5~皆にひらかれた花の展示

会は、出品137点をかぞえ、店内

にときならぬ花嵐をつくり、買物

客の Eをたのしませました。この

ほか、万聞の真壁農閣から参考品

として、観葉植物200点も出さわし

市内園芸家の自を引きました。

上佼入賞したものは次のとおり。

静バラ優等@真壁簾く万匝〉市

長賞 坂田種苗株式会社賞。争ユ

リ優等。落合良延くE宮村〉市長賞

農委会長賞。静カーネーショ γ優

等@扇島清吉〔田村〕市長賞東

京中央生花協向組合長賞。争チュ

一日ツプ優等@相原智江子(四之宮j

ltf長賞東京生花市場協同組合長

賞。静フリージヤ優等" E草木君主松

〈大神〉市長賞県生花市場組合

長賞。静枝物コデマリ努方賞 e 磯

部芳雄〈中原上宿〉

春の復]旅行は使烈jな

〈平塚専門店会〉チケットで/

をつげる

熱海市錦ヶ鴻 IU 上

。 国際観光抹式会社

熱海威主主話 6206~畠
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新合繊わたの洋ふとん

ブラゾス曹はしゃ式マット1/}I.

ブザヂスト γ ニLパーソフトマットレス

王子塚銀座

メ
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